



















































































































































































































































  漢語が単独で副詞として用いられているものと、いわゆる混種語として副詞の役割を 
  果たしているものとを対比すると、漢語が単独で使われているものが基本でそれに何 
  かが加わって混種語となったと見たくなるが、漢語副詞の歴史から見るとむしろ逆に 
  考えるべきである。特に、助詞の「に」のついた漢語副詞はもっとも基本的なものと 
  考えられ、この「に」が落ちることによって、漢語副詞としてはもっとも副詞的であ 





















 調査結果注 2 は、以下のように表せる。「その他」に挙げたものの（ ）内には、漢語の
前にどのような形の付くものが見られたかを示している。 
  《鎌倉時代に例の見えるもの》 
   φ型…一向、一切、一旦、一定、向後、結句、自今以後、始終、所詮、少々、真実、 
      随分、善悪、大抵、大略、都合、天性、内々 
ニ型…一々、一々次第、一所、散々、次第、自然、遂、無下 
  《上の他、室町時代に例の見えるもの》 
   φ型…一、一倍、永々、永代、涯分、格別、元来、結局、堅固、再々、再三、至極、 
      悉皆、生得、済々、節々、善悪、総別、第一、多分、年中、莫大、抜群、万々、 
      必定、平生、勿論 
   ニ型…有無、散々、種々、切、沢山、逐一、頓、不断、別、本、微塵、無体 
φ型・ニ型…最前、時々刻々、次第次第、連々 
   その他…一段（φ型・ト型）、極（ト型）、自然（φ型・ニ型・トシテ）、 
       真実（φ型・ニ型・カラ）、是非（φ型・ニ型・トモ） 
  《上の他、江戸時代に例の見えるもの》 
   φ型…古来、十分、常住、折角、大概、地体、畢竟、万一、密々 
   ニ型…急、大分、無性、無理矢理 







  Ａ 漢語＋に 
   一向に、一心に、懸隔に、現に、自然に、随分に、不意に、不断に、別に 
  Ｂ 漢語＋と 
   掲焉と 
  Ｃ 漢語の畳語 
   少々、忽忽に、朦朦に 
  Ｄ 漢語＋して 








































てこれが帰化語たる場合には国語にても副詞として用ゐらる」とし、「元来 爾来 向後 





















  「と」のつく副詞に関しては次のような変遷のパターンが考えられる。 
   〔Ｘ´と→Ｘと→Ｘ〕→Ｘに 
  通時的変遷を経て、語的独立性を増してＸとなった副詞は新たに「に」をも取りうる 






















  5 自来無事悠々の間に平和なる歳月を送ればなり。    （泉鏡花「愛と婚姻」） 
  6 徳島大尉は弘前の第三十一聯隊門間少佐あて、三本木に無事到着したことと、松 
尾伍長のことを打電した。          （新田次郎「八甲田山死の彷徨」） 
  7 もし真に日本を愛するのがその論拠であるならば、愛する日本のあらゆる必要に 
応えて、誠心誠意動くことこそ本来の道ではなかろうか。 
 （宮本百合子「私たちの建設」） 
  8 できるだけ誠心誠意御説明申し上げながら、この解決の最も基本にある原点はま 






  9 ドラマのリハーサルというのは主役でなければ意外とヒマで、私は自分の出番で 
ない時は、まわりの女優さんや男優さんを観察しているのが好きでした。 
  （うつみ宮土理「うつみ宮土理のカチンカチン体操」） 
  10 この実験もまた、サイモンの話と同じように、まったくナンセンスな途方もない 
お話をつくるのは意外と大変だということを示しています。 
 （ボイズ著、野口廣訳「シャボン玉の科学」） 
  11 今度徳富先生の御依頼で訳してみました。私の訳文は我ながら不思議とソノ何ん 
だが、これでも原文はきわめておもしろいです。   （二葉亭四迷「あひびき」） 














永遠と話してるカッポーたちがいましたが・・・    （Yahoo!ブログ、2008） 




















  《鎌倉時代》 
    少々、真実、随分、無下（に） 
  《室町時代》 
   前代に用例の認められたもの…少々、真実、随分、無下（に） 
   前代に用例の認められないもの…一、一段（φ・と）、一倍、格別、第一、沢山（に）、 
莫大、万々、本（に）               
  《江戸時代》 
   前代までに用例の認められたもの…一倍、格別、少々、真実、随分、第一、万々、 
 本（に）、沢山（に）、無下（に） 

















   た。                         （コリャ―ド懺悔録） 
  16 かへつてそれをよろこび、なんぢは／人中にて第一よはくをとりたるものとおも 
   ひとるべし             （こんてむつすむん地、巻第三、第十八） 
  17 ぷるがたうりよにて／とがをくりをなさんよりも、げんぜにてほうぜん事はばく 

























大変違う。                 （二葉亭四迷「予が半生の懺悔」） 
  19 此男はいくら酔つても、中／＼平生を離れない事がある。かと思ふと、大変に元 
気づいて、調子に一種の悦楽を帯びて来る。      （夏目漱石「それから」） 
  20 此地へ来るまでは、僕は十分信じてをつた、お前さんに限つてそんな了簡のある 
べき筈は無いと。                  （尾崎紅葉「金色夜叉」） 
  21 女子も立たねばならぬ、意志の力を十分に養わねばならぬとはかれの持論である。 






  22 サイコー面白い！！                  （Yahoo! 映画 より 
http://info.movies.yahoo.co.jp/userreview/tyem/id343809/rid28/p0/s0/c0/） 
  23 はじめてたべたんですがごぼうチップスサイコーうまいっすね!! 





  24 こんなのってない。カンペキおかしい。 
 （メグ・キャボット著、代田亜香子・金原瑞人訳「プリンセス・ダイアリー」） 













  案外、意外に、一般的に、元来、結局、事実、実は、所詮、当然、土台、普通（は）、 
















  《鎌倉時代》 
    一旦、向後、結句、自今以後、始終、所詮、大抵、大略、天性 
  《室町時代》 
   前代に用例の認められたもの…一旦、向後、結句、始終、所詮、大略 
   前代に用例の認められないもの…元来、結局、生得、総別、第一、勿論 
  《江戸時代》 
   前代までに用例の認められたもの…一旦、元来、向後、結句、始終、所詮、生得、 
 総別、第一、大抵、勿論 










六勝寺の別当をもかけ給へり。              （平家物語、巻二） 





  28 御主ご托胎の初めよりスピリツサント天降り給ふまでのミステリヨの内、第一す 
ぐれたる理皆これにこもるもの也。            （ロザイロの観念） 
29 又もろもろの人のうちに第一美しくまします御身を赤の裸になし奉り、面目なき 
御姿にて、                       （ロザイロの観念） 
  30 ばんみんの中に第一あさましくふびんしごくなるわれ、 （こんてむつすむん地） 








  32 かれこれもつて、祐経にしられ、かへりてねらはれん事、うたがひなし。かゝる 
大事こそ候はね。第一、上へきこしめされては、死罪・流罪にもおこなはれ、身を 
いたづらにせんことの無念さよ。             （曾我物語、巻四） 
  33 いづれをひとつ、あしきと申べき所なし。情第一深し。 （好色一代男、巻五） 
  34 世間に鬼はなしと嬉しく耳をすまして聞に、「第一内かたは悋気ふかし。面屋の 
若い衆と物云事も嫌ひ給ふなり。            （好色一代女、巻四） 
  35 のぼりつめてはお客にも女郎にもえて怪我のあるもの。第一勤の妨げと堰くはど 
こしも親方の習。それゆゑのお客の吟味。          （心中天の網島） 











  36 基盛、「御家名うけ給候畢。所詮宣旨によつて御上洛候か、院宣に随つてまいら 
   せ給候か、承らん。」と申せば、               （保元物語、上） 
  37 中にも義朝を只一矢に射ころすべかりし物を、助をきたれば、今は親の敵に成ぬ 
る事こそ悔けれ。所詮鎮西に下て、九国の者共催して、都へ責上り皇城を打傾けん 




  38 所詮、世のけいにまかせ、伊東二郎にたまはるべきか、また祐経にたまはるべき 
か、相伝の道理について、憲法の上裁をあふがんと欲す。  （曾我物語、巻一） 
  39 「所詮今は何に憚るべき、たゞ思ふ様に遊ばせ参らせよ」とて、泉冠者に申し付 
けて、                          （義経記、巻七） 
おおむね前代と同じと思われるが、39 の例は、やや後代の要素が含まれているようにも解
釈が可能である。 
  40 死は軽くして易し生は重くして難し。所詮命を全くして平氏の怨敵。右大将頼朝 
を一太刀恨み                         （出世景清） 
  41 其の期にのぞんでは嘆きに沈みよもや討ち給ふまじ。所詮我等臆病者未練の体を 









  42 今度山門の御訴訟、理運の条勿論に候。御成敗遅々こそ、よそにても遺恨に覚候 
へ。                          （平家物語、巻一） 
  43 学頭の仰せは勿論に候。                 （義経記、巻三） 
  44 いかなる柔和忍辱の阿闍梨なりとも、命を絶ちたきこと勿論なり。（猫のさうし） 
室町に入る頃までは、いずれも形容動詞としての例しか見られない。 
  45 その時もちろん維盛も都を落ちられてあったか？  （天草版平家物語、巻三） 
－73－
  46 流人御免とは尤もの善根然らば勿論俊寛僧都。丹波の少将成経平判官康頼。三人 


















  47 それが頓挫すると、政局第一に転換し、「解散・総選挙があるぞ」「あるぞ」と言 
ってきたが、結果、総選挙は越年となった。      （Yahoo!ブログ、2008） 
  48 米については、長年過剰基調か継続しこれが在庫の、増嵩、米価の低下を引き起 
こし、結果、水田農業の経営が困難な状況に立ち至っている一方、消費者ニーズが 



















注 1 野村雅昭（1999）の「基本三千漢語一覧」などを参考にした。 





































合子全集 第 15 巻』（新日本出版社） 
 
参考文献 




ス』『太陽コーパス』を用いて～」（第 4 回コーパス日本語学ワークショップ予稿集） 
田野村忠温（2002）「形容動詞連体形における「な/の」選択の一要因 ―「有名な」と「無 
名の」―」（『計量国語学』23-4） 
趙英姫（2002）「近代漢語副用語の出現形態と使用場面との関連性」（『早稲田日本語研究』 
10） 
永澤済（2011）「文法的機能からみた漢語」（『国文学 解釈と鑑賞』76-1) 
中山緑朗（1986）「古記録の語彙に見る副詞 ―漢語副詞の登場―」（『学苑』561） 
鳴海伸一（2008）「「むげ」の意味変化」（『国語学研究』48） 
鳴海伸一（2012）「程度的意味・評価的意味の発生 ―漢語「随分」の受容と変容を例と 
して―」（『日本語の研究』8-1） 
鳴海伸一（2013）「真実性をもとにした程度的意味の発生 ―漢語「真実」とその類義語 
を例に―」（『訓点語と訓点資料』131） 
野村雅昭（1999）「語彙調査データによる基本漢語の抽出」（『早稲田大学日本語研究教育 
センター紀要』12） 
原卓志（1992）「漢語「一向」をめぐる問題点―否定用法・使用者層について―」（『古代
語の構造と展開』和泉書院） 
前田富祺（1983）「漢語副詞の種々相」（渡辺実編『副用語の研究』明治書院） 
宮田裕行（1976）「平安時代和文における漢語を構成要素にもつ語彙について」（『東洋大 
学短期大学部紀要』7） 
村木新次郎（2004）「漢語の品詞性を再考する」（『同志社女子大学日本語日本文学』 16） 
山田孝雄（1940）『国語の中に於ける漢語の研究』宝文館 
渡辺実（1971）『国語構文論』塙書房 
